
目指す姿を達成するための運行形態（市内コース） 

※デマンドバス及びタクシーで利用できるお得な共通チケットを配布するなど、タクシーの利用促進に努める。 

※デマンドバスの実証運行により、データを分析し課題等があれば改善する。（「月別・週別・曜日別利用実績」「乗降場所別利用実績」「乗合率実績」「予約方法別利用実績」「時間帯・地区別利用実績」「性別・年齢別登録者数」など） 

※現在の土曜日の運行は中止し、利用者は市民に限る。 

 運行形態 メリット デメリット 交通事業者の意見 当市で導入した場合における課題等 目標達成見込み 

民 

タクシー助成 

市の補助で、一部負担または

無料によりドアツードアでタ

クシーを利用できる。 

・いつでも利用可能 

・乗降場所に制限なし 

・他の利用者の乗車なし 

・乗車時間が短い 

・補助額や利用回数の上限設定や対象者を限定され

る場合あり 

・利用者が多く、対応できなければ待ち時間が発生 

・利用者ニーズの

高い時間帯は、

対応が困難 

・利用者ニーズの高い時間帯は、運転手や車両の

確保が困難である。 

・オペレーションシステムの導入が必要である。 

・予約が必要で利用を控える可能性がある。（乗

合タクシーのみ） 

・利用者が増えた際の対応を考える必要がある。 

△ 

・利便性は高いが、交通事業者よ

り実施することが困難という意

見があったため、目標の達成は

難しいと判断した。 

 

乗合タクシー 

市の補助で、一部負担または

無料によりドアツードアで乗

合タクシーが利用できる。 

異なる目的地の複数の利用者

が乗車する。 

・いつでも利用可能 

・乗降場所に制限なし 

・乗車時間が短い 

・利用時に予約が必要で乗車まで待ち時間が発生 

・他の利用者が乗車することで、定時性の確保が困

難 

・利用者が多く、対応できなければ待ち時間が発生 

・利用者ニーズの

高い時間帯は、

対応が困難 

△ 

・利便性は高いが、交通事業者よ

り実施することが困難という意

見があったため、目標の達成は

難しいと判断した。 

 

定時定路線型拡大 

現状のいきいき号の運行形態

をベースに、車両台数を２台

から３台に増やす。 

・決まった場所及び時刻に

乗降車でき、計画的な利

用が可能 

・停留所から遠いと利用しづらい 

・目的地によっては、迂回や乗り継ぎが必要 

・乗り継ぎに待ち時間が発生 

・乗車時間が長い 

・公共交通における空白地域を埋めることは困難 

 ・大量輸送を想定した運行形態で、高浜市の特性

を踏まえると適していない。 

・乗り換え時間の改善には限界がある。 

・１台バスを増やしても、乗りたい時間に乗るこ

とができない。 

・全ての空白地域に停留所を設置することは困難

である。 

× 

・台数を１台増やしても乗り換え

時間や乗車時間を大幅に改善で

きない。 

・市内全域をカバーするために、

全ての空白地域に停留所を設置

することは現実的ではない。 

 

定時定路線型 

＆デマンド型交通 

現状のいきいき号の運行形態

をベースに定時定路線型を１

台、市内全域を運行エリアと

するデマンド型交通を１台運

行する。 

※定時定路線型とデマンド型交通のメリット・デメリット 

 

・１台ずつで実施した場合、それぞれのメリット

を生かし切ることができない。 

・定時定路線型がより不便になるため、デマンド

型に利用者が集中した際に対応できない。 

△ 

・定時定路線型１台の運行では、

使いたい時間にバスが来ない。 

・本市において、大規模輸送ニー

ズがない。 

・市内全域をデマンド型交通の運

行を１台でカバーすると、待ち

時間や乗車時間は多くなる。 

公 

デマンド型交通 

利用予約に応じ、出発地・目

的地の付近の停留所で乗降す

る。 

異なる目的地の複数の利用者

が乗車する。 

・空白地域に停留所を設置 

・自宅から停留所まで徒歩

圏内 

・乗り換えの時間が発生し

ない 

・乗車時間が短い 

・利用時に予約が必要で乗車まで待ち時間が発生 

・他の利用者が乗車することで、定時性の確保が困

難 

・利用者が多く、対応できなければ待ち時間が発生 

・台数が足りない

のでは（※） 

・タクシー利用者

数に影響がない

か心配（※） 

・予約が必要で利用を控える可能性がある。 

・利用者が増えた際の対応を考える必要がある。 
〇 

・乗り換え時間は発生しない。 

・停留所を徒歩圏内に設置するこ

とも可能である。 

・利便性が向上することで、コミ

ュニティバスの取組に共感する

人が増え、スポンサーや利用者

数が増える。 

「誰一人取り残さない」利便性の高い市民に喜ばれる地域公共交通を実現するために掲げた各目標に対する達成見込み  

目標１「便利と思う市民の割合」：乗り換え時間がなく、停留所を多く設置することにより利便性が向上 

目標２「停留所人口カバー率」 ：200ｍ圏域で停留所を設置した場合、達成可能  

目標３「事業スポンサー数」  ：事業所への停留所設置やイベント等との連携により、多くの事業者とつながり、商店の活性化に寄与  

目標４「実利用者数」     ：利便性が向上し市内を気兼ねなくちょっと移動できる足として、利用者が増加 

刈谷市コースは 

定時定路線で現行どおりとし 

市内コースを 

デマンド型交通に変更 

資料６-１ 

方向性 


